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 要 旨 

目的：  

ベルギーにおける、飲酒がもたらす医療経済への悪影響を算出する。 

 

方法：  

2012年の有病率をベースにしたデータを用い、飲酒による直接的、間接的、及び無形コ

ストを算出した。飲酒の医療経済に対する寄与危険割合は過去の文献を用いて算出した。

間接的コストに関してはヒューマンキャピタル法を用い、無形コストに関しては障害調

整生命年（disability-adjusted life years; DALY）を用いて推定した。シミュレーション

を用いた費用推定の不確実性の評価と代替モデルを用いた影響を検討するために感度分

析とシナリオ分析を行った。 

 

結果： 

2012年における飲酒に起因する直接的コストは 9億 610万ユーロ、その多くが入院に伴

う費用だった（7億 4370万ユーロ、82%）。間接的コストは 6億 4260万ユーロで、その

62%が若年死によるものだった。アルコールによる障害調整生命年は 157,500 であり、

それによる無形コストは 63億ユーロであった。 

 

結論： 

この種の研究には本質的に限界が伴うものの、ベルギーにおける飲酒の健康問題に関連

する経済影響に関して最も総合的な分析内容であると考える。 

 


